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はじめに

私は現在、医療法人生愛会が運営する老健施設
「生愛会ナーシングケアセンター」のリハビリテーショ
ン（以下、リハビリ）科で言語聴覚士として働いて8
年目になります。以前は別法人の特別養護老人ホー
ムで介護職として働いていましたが、誤嚥性肺炎を
目の当たりにする機会が多く、専門的な知識に基づ
いたケアを行いたいという思いから言語聴覚士の資
格を取得しました。最初は病院で経験を積むことも
考えましたが、生活期の高齢者に関わりたいという
思いが強く、地域のなかでも摂食嚥下リハビリに力
を入れている生愛会に入職する機会を得ました。

施設紹介

生愛会グループは、福島県福島市の北西部の、市
内を一望できる大
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地区の高台にあります。1994
年の医療法人設 立に始まり、1997年に老健 施設

（100床）が開設されました。2002年には社会福祉
法人を設立し、特別養護老人ホームとグループホー
ムを開設。2014年にはクリニック、サービス付き高
齢者向け住宅、通所リハビリ、介護予防カフェから
なる地域複合型総合施設を開設しました。また、訪
問リハビリも行っています。近隣の地区は、桃や梨、
りんごなど果物の産地として知られており、2016年
の大笹生インターチェンジ開設に伴い、遠方から観
光に訪れる方も増えました。「道の駅ふくしま」も開駅
し、ご家族と外出して外食されるご利用者もいらっ
しゃいます。

生愛会の食支援の体制

生愛会グループは、理事長である本間達也先生、
院長の川村博司先生の陣頭指揮のもと、摂食嚥下リ
ハビリに力を入れてきました。医師、歯科医師、看
護師、介護職、管理栄養士、歯科衛生士、リハビリ
専門職の多職種からなるチームでミールラウンドとカ
ンファレンスを行い、各職種間での情報の共有と、
総合的な視点で食事の支援ができるよう努めていま
す。併設のクリニックでは、奥羽大学歯学部附属病
院から歯科医師の先生方に定期的に応援診療に来て
いただいており、必要に応じて歯科治療を受けられ
る体制が整っています。また、嚥下障害が疑われる
ケースについては機能的嚥下内視鏡検査（VE）を実
施して、嚥下機能の精査と、適切な水分・食事形態
の選定につなげています。

食事場面に寄り添うこと

入職して最初のころは、言語聴覚士として何ができ
るのかわからず、戸惑う場面が多くありました。養成
校で学んだばかりの評価やトレーニングを行おうとし
ても、正しくできているのか、効果があるのか、な
かなか確信がもてませんでした。その一方で、ミール
ラウンドやカンファレンスで他の専門職の先輩方の話
を聞いていると、自分の職域とは直接関わらないこ
とでも広く情報収集するとともに、積極的に食事時に
顔を出し、ご利用者の変化に早期に対応しようと努
めていました。そうした先輩方の仕事を見ているなか
で、自分ももっとご利用者の食事場面を観察する時

生活に寄り添った食支援
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